
まほろば

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。

まほろば
◆外来医師診療一覧表 (2018年10月１日現在)

外来診療一覧外来診療一覧
月

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

山 本 勝 丸

松 木 明 彦 相 原 智 之

山 口 公 平 山 口 公 平

佐 藤 年 信

杉 本 和 彦

敦 賀 和 志

柴 田 　 滋

佐々木　規　博

藤 田 有 紀

猿 賀 達 郎

秋 元 博 之

藤 田 有 紀

市 川 奈 菜

秋 元 博 之

佐々木　規　博

猿 賀 達 郎

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

検 査

飯 野 香 理

松　村　由紀子

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

杉　本　菜穂子(※予約制／第１・第３水曜日午後診療)

　 － 　

火

横 田 貴 志

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

佐　藤　　　工

千 葉 裕 樹

梅 津 英 典

山 名 大 輔

　 － 　

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

●　手術／検査

検 査

丹 藤 伴 江

小 玉 都 萌

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

　 － 　

水

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

下　山　亜矢子

相 原 智 之

松 木 明 彦

佐 藤 年 信

敦 賀 和 志

佐 藤 　 啓

柴 田 　 滋

秋 元 博 之

佐々木　規　博

佐々木　　　静

木 村 正 英

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

● 予 　 約

手 術

丹 藤 伴 江

松　村　由紀子

蒔 苗 順 義

休 診

佐々木　幸　雄

川 口 英 夫
　 (午　後) 　

　 － 　

木

熊 本 秀 樹

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

松 木 明 彦

山 口 公 平

安 田 耕 平

佐　藤　　　工

梅 津 英 典

　 － 　 　 － 　

山 名 大 輔

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

●　手術／検査

検 査

●　妊婦健診
(一般外来休診)

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

休 診

金
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石 黒 　 陽 石 黒 　 陽 千 葉 裕 樹 石 黒 　 陽 石 黒 　 陽

杉 本 和 彦

佐 藤 　 啓

遅野井　香　純遅野井　香　純 　 － 　

三 上 勝 也

小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

手 術

飯 野 香 理
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蒔 苗 順 義
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野 村 彩 美 三 浦 　 栞 　 － 　 　 － 　　 － 　
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川 口 英 夫
　 (午　後) 　

　 － 　

診 療 科

循 環 器 内 科

乳 腺 外 科

呼 吸 器 科

消 化 器 ・
血 液 内 科

小 児 科

外 科

泌 尿 器 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科

女性専用外来

セカンドオピニオン

区 分

午 前

午 前

午 後

午 後

成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨午 前

診 断

治 療

田 中 佳 人下　山　亜矢子 田 中 佳 人 田 中 佳 人 　 － 　

　 － 　－ 石 岡 佳 子 　 － 　 　 － 　

藤 田 有 紀

受付10時まで

2018.10

第206号

2018.10

第206号

新中核病院整備に向けてキックオフ新中核病院整備に向けてキックオフ

※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。

※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。
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お知らせ

患者相談窓口

編集委員会より

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

　長年の懸案事項であった新中核病院の整備･運営に関わる事項が、本年 9 月の第 3 回市議会定例会にお

いて議決が得られました。これを受けて、10 月 4 日に『津軽地域保健医療圏における新中核病院の整備及

び運営に係る基本協定締結式』が行われました。弘前市より櫻田宏市長、弘前大学より佐藤敬学長、福田

眞作医学部附属病院長、青森県から三村申吾知事、国立病院機構より楠岡英雄理事長の 4 名が協定書に署

名され、それぞれの立場から新中核病院整備に対する期待と協力体制についてご挨拶されました。

　協定内容の詳細は省きますが、3 年半後の 2022 年早期に 450 床程度の新中核病院を現在の弘前病院敷

地内に整備し、津軽地域保健医療圏住民への二次医療体制の強化等をするとい

うものです。

　この紙面をお借りして、櫻田市長をはじめとした関係各位のスピーデイな対

応にお礼と敬意を表します。今後、菊地公英青森県健康福祉部長をはじめとし

た県側の指導のもと、東野博弘前市立病院長ならびに外川吉彦弘前市健康福祉

部長はじめ市側及び弘前大学医学部関係各教室としっかり連携をとり、津軽地

域住民の皆さんに安全で安心な医療を提供できるように整備していきたいと考

えています｡限られた日数と資源での整備となりますが、患者様、関係各位のご

理解とご協力を宜しくお願いします。



７階病棟　看護師長７階病棟　看護師長：堀籠　ゆき堀籠　ゆき

風の子保育園　園長代理風の子保育園　園長代理：木村　美千代木村　美千代
「あしたはきっといい日になる」という曲を聴いた

後にある患者さんが、帰り際に「あしたはきっと

いい日になるなあ・・良い歌聞いたなあ」と満足

そうに話していました。サークルメンバーの皆さ

んの歌声から沢山のエネルギーを頂きました。

　病棟で働くスタッフも日頃、忙しく心の余裕が

もてない時があります。この歌を聞き、頑張れば

明日はきっといい日になる、と前向きな気持ちに

なりました。

　弘前大学アカペラサークルのみなさんありがと

うございました。

弘前大学アカペラサークルによる病棟コンサート ～患者さんの笑顔を引き出す歌の力～弘前大学アカペラサークルによる病棟コンサート ～患者さんの笑顔を引き出す歌の力～弘前大学アカペラサークルによる病棟コンサート ～患者さんの笑顔を引き出す歌の力～弘前大学アカペラサークルによる病棟コンサート ～患者さんの笑顔を引き出す歌の力～弘前大学アカペラサークルによる病棟コンサート ～患者さんの笑顔を引き出す歌の力～弘前大学アカペラサークルによる病棟コンサート ～患者さんの笑顔を引き出す歌の力～弘前大学アカペラサークルによる病棟コンサート ～患者さんの笑顔を引き出す歌の力～

　9 月 11 日（火）各病棟の食堂で弘前大学アカペ

ラサークルによる病棟コンサートが行われました。

7 階病棟ではグループ名「PANDORA　NO　TSUBO」

の皆さんに４曲を歌っていただきました。３０分

間の短い時間でしたが、若さと生命力溢れる澄ん

だ歌声が食堂全体に心地よく流れました。治療や

検査で緊張や不安を抱えて療養生活を送っている

患者さんに笑顔が浮かび、生き生きと輝いて見え

ました。患者さんの回復力・生命力を高めるため

にこのような安らぎの時間はとても大切なことだ

と改めて考えさせられました。　

した。3・4 歳児・ばら組・ひまわり組は、たくさ

んの競技がある中で、参加する全ての競技を最後

まであきらめず頑張ってくれました。遊戯「グー

チョキパーでパンプキン」では、練習の成果を発

揮できた子、緊張で普段通りにできなかった子と

様々でしたが、客席から拍手をもらいながら退場

する子どもたちの顔は、とてもたくましく、成長

した姿をお見せする事ができました。

風の子保育園　運動会風の子保育園　運動会風の子保育園　運動会風の子保育園　運動会風の子保育園　運動会風の子保育園　運動会風の子保育園　運動会

　9 月 15 日、看護学校講堂にて風の子保育園運動

会を行いました。たくさんの保護者の方々にご参

加いただき、あたたかい声援、拍手の中、子ども

たちは競技・遊戯を頑張りました。

　0 歳児・つくし組の親子競技では、親子でアン

パンマンに変身し、バイキンマンを退治しました。

1・2歳児・たんぽぽ組・ちゅうりっぷ組はダンボー

ル箱で作った消防車、救急車に乗り、保護者に引っ

張ってもらい大喜び。満点の笑顔を見せてくれま

弘前病院附属看護学校2年（65回生）弘前病院附属看護学校2年（65回生）：生田　梨子生田　梨子

看護学校レクリエーションin弘前看護学校レクリエーションin弘前看護学校レクリエーションin弘前看護学校レクリエーションin弘前看護学校レクリエーションin弘前看護学校レクリエーションin弘前看護学校レクリエーションin弘前

　平成30年9月21日（金）、心地よい秋晴れのなか、

レクリエーションとして弥生いこいの広場と相馬

の「星と森のロマントピア」に行ってきました。

今回は弘前市内で、予算や楽しさ、雨が降っても

行ける場所など考え、行き先を決定しました。予

約など連絡調整は 2 年生が担当し、パンフレット

作成は 1 年生が担当して準備しました。

　弥生いこいの広場の動物広場にはプレーリー

ドッグやアライグマ、ラマ、イノシシの赤ちゃん、

エミュー、ペンギンなど普段あまり見ることの出

来ない動物が沢山いました。ポニーは、一頭一頭、

柄が違っていて可愛かったです。久しぶりに動物

研修医便り
　いつもお世話になっております。研修医一年目の松山寛です。今回は自分

の自己紹介をさせていただきます。私の出身は弘前市で地元の人間です。ス

ポーツ歴は小学校で水泳、中学で卓球、大学でソフトテニスをしていました。

ソフトテニス部では特に応援を頑張って楽しくやっていました。研修医に

なってからは運動不足解消のためロードバイクで岩木神社まで行ってみたり、ジムに行ってヨガ

をやったりしています。岩木神社までは上りなので行きは辛いですが、帰りには一切こがなくて

もいいほどスピードが出て気持ちいいです。

　希望の診療科については、気管支鏡に興味があって自分自身も喘息で何度も呼吸器内科にお世

話になったこともあり、今のところ呼吸器内科を考えています。

　至らない点も多々あると思いますが、２年間全力で頑張りますのでよろしくお願いいたします。

臨床研修医臨床研修医：松山　寛松山　寛

とふれあう機会と

なりました。

　星と森のロマン

トピアでは、学年

ごとに棟に分かれ

てバーベキューを

しました。火起こ

しは大変でしたが、クラスメイトと協力し合いな

がら火を起こし、野菜やお肉を美味しくいただき

ました。普段の学校生活とは違い気分転換となり

ました。

　企画や準備は大変で

したが、クラスメイト

や先輩、後輩、先生方

に助けられながら楽し

く無事にレクリエー

ションを終えることが

出来ました。これから

も学校生活や実習に向

けてお互い協力しあっ

て頑張ろうと思います。
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今回は弘前市内で、予算や楽しさ、雨が降っても

行ける場所など考え、行き先を決定しました。予

約など連絡調整は 2 年生が担当し、パンフレット

作成は 1年生が担当して準備しました。

　弥生いこいの広場の動物広場にはプレーリー

ドッグやアライグマ、ラマ、イノシシの赤ちゃん、

エミュー、ペンギンなど普段あまり見ることの出

来ない動物が沢山いました。ポニーは、一頭一頭、

柄が違っていて可愛かったです。久しぶりに動物

研修医便り
　いつもお世話になっております。研修医一年目の松山寛です。今回は自分

の自己紹介をさせていただきます。私の出身は弘前市で地元の人間です。ス

ポーツ歴は小学校で水泳、中学で卓球、大学でソフトテニスをしていました。

ソフトテニス部では特に応援を頑張って楽しくやっていました。研修医に

なってからは運動不足解消のためロードバイクで岩木神社まで行ってみたり、ジムに行ってヨガ

をやったりしています。岩木神社までは上りなので行きは辛いですが、帰りには一切こがなくて

もいいほどスピードが出て気持ちいいです。

　希望の診療科については、気管支鏡に興味があって自分自身も喘息で何度も呼吸器内科にお世

話になったこともあり、今のところ呼吸器内科を考えています。

　至らない点も多々あると思いますが、２年間全力で頑張りますのでよろしくお願いいたします。

臨床研修医臨床研修医：松山　寛松山　寛

とふれあう機会と

なりました。

　星と森のロマン

トピアでは、学年

ごとに棟に分かれ

てバーベキューを

しました。火起こ

しは大変でしたが、クラスメイトと協力し合いな

がら火を起こし、野菜やお肉を美味しくいただき

ました。普段の学校生活とは違い気分転換となり

ました。

　企画や準備は大変で

したが、クラスメイト

や先輩、後輩、先生方

に助けられながら楽し

く無事にレクリエー

ションを終えることが

出来ました。これから

も学校生活や実習に向

けてお互い協力しあっ

て頑張ろうと思います。



まほろば

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います。

まほろば
◆外来医師診療一覧表 (2018年10月１日現在)

外来診療一覧外来診療一覧
月

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

山 本 勝 丸

松 木 明 彦 相 原 智 之

山 口 公 平 山 口 公 平

佐 藤 年 信

杉 本 和 彦

敦 賀 和 志

柴 田 　 滋

佐々木　規　博

藤 田 有 紀

猿 賀 達 郎

秋 元 博 之

藤 田 有 紀

市 川 奈 菜

秋 元 博 之

佐々木　規　博

猿 賀 達 郎

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

検 査

飯 野 香 理

松　村　由紀子

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

杉　本　菜穂子(※予約制／第１・第３水曜日午後診療)

　 － 　

火

横 田 貴 志

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

佐　藤　　　工

千 葉 裕 樹

梅 津 英 典

山 名 大 輔

　 － 　

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

●　手術／検査

検 査

丹 藤 伴 江

小 玉 都 萌

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

　 － 　

水

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

下　山　亜矢子

相 原 智 之

松 木 明 彦

佐 藤 年 信

敦 賀 和 志

佐 藤 　 啓

柴 田 　 滋

秋 元 博 之

佐々木　規　博

佐々木　　　静

木 村 正 英

佐 藤 正 憲

熊 野 高 行

● 予 　 約

手 術

丹 藤 伴 江

松　村　由紀子

蒔 苗 順 義

休 診

佐々木　幸　雄

川 口 英 夫
　 (午　後) 　

　 － 　

木

熊 本 秀 樹

山 本 勝 丸

下　山　亜矢子

松 木 明 彦

山 口 公 平

安 田 耕 平

佐　藤　　　工

梅 津 英 典

　 － 　 　 － 　

山 名 大 輔

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

●　手術／検査

検 査

●　妊婦健診
(一般外来休診)

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

佐々木　幸　雄

　 － 　

休 診

金

熊 本 秀 樹

中 川 英 之

下　山　亜矢子

相 原 智 之

山 口 公 平

佐 藤 年 信

石 黒 　 陽 石 黒 　 陽 千 葉 裕 樹 石 黒 　 陽 石 黒 　 陽

杉 本 和 彦

佐 藤 　 啓

遅野井　香　純遅野井　香　純 　 － 　

三 上 勝 也

小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅 小田桐　弘　毅

　 － 　

熊 野 高 行

佐 藤 正 憲

● 予 　 約

手 術

飯 野 香 理

追 切 裕 江

蒔 苗 順 義

西 澤 尚 徳

野 村 彩 美 三 浦 　 栞 　 － 　 　 － 　　 － 　

佐々木　幸　雄

川 口 英 夫
　 (午　後) 　

　 － 　

診 療 科

循 環 器 内 科

乳 腺 外 科

呼 吸 器 科

消 化 器 ・
血 液 内 科

小 児 科

外 科

泌 尿 器 科

整 形 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科

女性専用外来

セカンドオピニオン

区 分

午 前

午 前

午 後

午 後

成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨 成 田 拓 磨午 前

診 断

治 療

田 中 佳 人下　山　亜矢子 田 中 佳 人 田 中 佳 人 　 － 　

　 － 　－ 石 岡 佳 子 　 － 　 　 － 　

藤 田 有 紀

受付10時まで

2018.10

第206号

2018.10

第206号

新中核病院整備に向けてキックオフ新中核病院整備に向けてキックオフ

※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。※ 学会、出張などにより担当医師が替わる場合があります。

※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。※ セカンドオピニオン外来は当分の間休診となります。

特別統括病院長特別統括病院長：藤　　哲藤　　哲

〒036-8545　弘前市大字富野町１番地
ＴＥＬ０１７２－３２－４３１１
ＦＡＸ０１７２－３３－８６１４

ＵＲＬ http://www.aoi-mori.net/~hirosaki/

発行元

責任者：副院長　小田桐　弘　毅

独立行政法人国立病院機構
Hirosaki National Hospital 弘 前 病 院弘 前 病 院

お知らせ

患者相談窓口

編集委員会より

『患者相談室』のＭＳＷ(メディカルソーシャルワーカー)が対応していますので、お気軽にお尋ね下さい。

　当院の広報誌『まほろば』は、地域に信頼され、納得の医療で地域に貢献しつつ、地域と協働して歩む病院

づくりを目指し、地域の方々を対象に編集しております。皆さまから病院に対して『不安なことや不満足な

こと』『ご批判やご指摘』また、『お褒めのことば』を職員一同お待ちしております。

　長年の懸案事項であった新中核病院の整備･運営に関わる事項が、本年 9 月の第 3 回市議会定例会にお

いて議決が得られました。これを受けて、10 月 4 日に『津軽地域保健医療圏における新中核病院の整備及

び運営に係る基本協定締結式』が行われました。弘前市より櫻田宏市長、弘前大学より佐藤敬学長、福田

眞作医学部附属病院長、青森県から三村申吾知事、国立病院機構より楠岡英雄理事長の 4 名が協定書に署

名され、それぞれの立場から新中核病院整備に対する期待と協力体制についてご挨拶されました。

　協定内容の詳細は省きますが、3 年半後の 2022 年早期に 450 床程度の新中核病院を現在の弘前病院敷

地内に整備し、津軽地域保健医療圏住民への二次医療体制の強化等をするとい

うものです。

　この紙面をお借りして、櫻田市長をはじめとした関係各位のスピーデイな対

応にお礼と敬意を表します。今後、菊地公英青森県健康福祉部長をはじめとし

た県側の指導のもと、東野博弘前市立病院長ならびに外川吉彦弘前市健康福祉

部長はじめ市側及び弘前大学医学部関係各教室としっかり連携をとり、津軽地

域住民の皆さんに安全で安心な医療を提供できるように整備していきたいと考

えています｡限られた日数と資源での整備となりますが、患者様、関係各位のご

理解とご協力を宜しくお願いします。


